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塔
真
で
訪
ね

ド
と

釈尊が悟りを得た菩提樹の下の金剛座、9 その横
には大塔がそびえている。まさに世界中の仏教
徒の聖地のシジ＇ボルであり、今も多くの信者が
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この地を訪れている。
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イン ド・釈尊あれこ

弟子入りの儀式。

釈尊時代と変わらず今も続いている

れ紀行 N゜3

や
が
て
釈
尊
は
出
家
す
る
が
、
動
機
に
つ
い
て
は

い
く
つ
か
の
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

―
つ
は
ま
だ
幼
児
の
こ
ろ
、
父
の
王
の
耕
運
祭
（
コ

メ
・
麦
）
に
つ
い
て
ゆ
き
、
木
の
下
に
休
ん
で
い
る
時
、

小
さ
な
虫
が
大
き
な
虫
に
食
べ
ら
れ
、
そ
の
虫
が
鳥

出
家
す
る

に
食
べ
ら
れ
る
の
を
見
て
自
然
界
の
厳
し
さ
を
知
っ

た
か
ら
。
ま
た
、
四
門
出
遊
の
物
語
も
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
あ
る
日
釈
尊
は
城
の
門
を
出
る
と
老
人
に

出
会
い
、
別
の
門
を
出
る
と
病
人
に
出
会
い
、
次
の

門
を
出
る
と
死
者
に
出
会
う
。
そ
し
て
最
後
に
出
た

門
で
出
家
者
と
出
会
い
、
家
を
出
る
こ
と
を
決
意
し

た
と
い
う
も
の
で
、
南
方
上
座
部
の
寺
院
に
は
こ
の

物
語
の
様
子
を
記
し
た
壁
画
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

釈
尊
の
出
家
は

2
9歳
と
言
わ
れ
、
釈
尊
は
多
く
の

出
家
者
の
も
と
へ
訪
れ
る
。
仏
典
に
は
当
時
の
出
家

者
の
こ
と
が
記
し
て
あ
り
、
多
く
の
バ
ラ
モ
ン
教
の

聖
者
や
、
バ
ラ
モ
ン
教
以
外
の
6

人
の
著
名
な
思
想

家
な
ど
で
、
人
は
無
機
物
か
ら
で
き
て
い
る
、
（
心
は

な
い
）
倫
理
・
道
徳
は
存
在
し
な
い
、
人
を
殺
し
て

も
構
わ
な
い
、
な
ど
極
端
な
思
想
を
持
っ
て
い
る
出

家
者
も
い
た
と
い
う
。

釈
尊
も
多
く
の
人
々
に
教
え
を
乞
う
た
。
ま
ず
初

め
に
ア
ー
ラ
ー
ラ
仙
人
、
次
に
ウ
ッ
ダ
カ
仙
人
を
訪

れ
る
が
い
ず
れ
に
も
満
足
で
き
ず
、
一
般
的
な
修
行

法
の
苦
行
に
落
ち
着
く
。
こ
れ
は
人
が
肉
体
（
物
質
）



ィ
氾畏祠歴40醐い

佐藤良純の
弟
子
入
リ
後
に
行
わ
れ
る
入
門
式

を
痛
め
れ
ば
心
（
精
神
）
が
清
ま
る
と
の
考
え
方
で

あ
る
。
苦
行
に
は
断
食
、
不
眠
、
片
足
で
長
い
時
間

立
つ
、
な
ど
が
あ
る
。
原
語
は
タ
パ
ス
（
熱
）
で
、
苦

行
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
と
の
考
え
で
あ
る
。
苦
行

は
7

年
に
及
ん
だ
が
、
悟
り
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
に

気
付
き
、
村
の
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
か
ら
供
養
の
乳
が
ゆ

を
受
け
、
菩
提
樹
の
下
で
瞑
想
に
ふ
け
っ
た
。
瞑
想

中
に
男
女
の
悪
魔
の
軍
勢
の
誘
惑
が
現
れ
る
が
こ
れ

を
退
け
る
。
や
が
て
ヴ
ェ
ー
サ
カ
月
の
満
月
の
日
に

悟
り
を
ひ
ら
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

釈
尊
が
苦
行
を
捨
て
た
の
を
見
て
、
共
に
苦
行
を

し
て
い
た
人
々
は
釈
尊
が
堕
落
し
た
と
思
い
、
釈
尊

の
も
と
を
去
っ
て
い
く
。

今
日
、
悟
り
を
開
か
れ
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
は
仏
教
徒

に
と
っ
て
第
一
の
聖
地
と
な
り
、
毎
年
、
タ
イ
、
ミ

ヤ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

台
湾
、
そ
の
他
の
国
々
か
ら
数
十
万
人
の
人
々
が
訪

れ
る
。
ま
た
、
日
本
寺
、
カ
ン
ボ
ジ
ャ
寺
、
タ
イ
寺
、

中
国
寺
、
ブ
ー
タ
ン
寺
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
寺
チ
ベ
ッ

卜
寺
、
ス
リ
ラ
ン
カ
寺
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
寺
な
ど
が
あ
る
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
｀
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

3
4年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成

1
4年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、
4
0有
余
回
。
著
書
は

⇒
：
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
j、
『
釈
尊
の
生
涯
j
な
ど
多
数
。
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連載の

表紙ノド側は補修の

があるが、背表紙は

落している。奥付に

虫のマークの検印が

されている。初版か

9 カ月での三版発行

が、部数は不

.. 
『ロック冒険記前編』(-)

三宅政吉
グラフィック•デザイナー

i”“ 手塚マンガのキャラクター、ヒョウタンツギがストーリーと

は関係なく突然登場するのも、手塚マンガの魅力と言える。

ヒョウタンツギはここでは親子（？）での登場である。

こ
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
手
塚
治
虫
の
本
を
手
に
入
れ
た
の
は
、
小

学
校
五
、
六
年
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
。
文
通
し
て
い
た
マ

ン
ガ
好
き
の
山
形
県
米
沢
市
の
S

君
か
ら
、
な
に
か
と
交
換
で

も
ら
っ
た
も
の
だ
。
十
二
歳
の
こ
ろ
だ
と
す
る
と
、
も
う
五
七

年
も
手
元
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

手
塚
作
品
を
は
じ
め
、
古
い
マ
ン
ガ
の
本
は
た
く
さ
ん
持
っ

て
い
た
が
ほ
と
ん
ど
売
っ
て
し
ま
っ
た
。
売
り
物
に
な
ら
な
い

ほ
ど
傷
み
の
激
し
い
も
の
だ
け
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
こ
の

『
ロ
ッ
ク
冒
険
記
前
編
デ
イ
モ
ン
の
嵐
編
』
（
鈴
木
出
版
社

／
一
九
五
六
年
）
も
そ
ん
な
一
冊
で
あ
る
。

B
6

判
、
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
で
全
―
―
一
巻
（
『
中
編
デ
イ
モ
ン
の
混
乱
編
』
、
『
後
編

世
紀
の
宇
宙
戦
編
』
）
構
成
、
の
ち
に
同
社
の
手
塚
治
虫
漫
画

選
集
の
な
か
の
六
冊
目
と
し
て
全
一
巻
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

そ9

“ 

「
ロ
ッ
ク
冒
険
記
」
は
『
少
年
ク
ラ
ブ
』
（
講
談
社
）
で
五
二

年
七
月
号
か
ら
五
四
年
四
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
手
塚
の
代

表
作
と
さ
れ
る
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
前
身
「
ア
ト
ム
大
使
」
（
『
少

年
』
／
光
文
社
）
の
連
載
が
始
ま
る
の
が
五
一
年
（
私
が
生
ま

れ
た
年
！
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
年
後
で
あ
る
。

手
塚
の
マ
ン
ガ
は
五
0
年
代
の
も
の
が
い
ち
ば
ん
面
白
い
と

い
う
の
は
、
わ
た
し
の
個
人
的
な
好
み
の
問
題
だ
が
、
壮
大
な

テ
ー
マ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
自
由
自
在
な
コ
マ
割
り
、
ユ
ー

モ
ア
、
そ
し
て
魅
力
沿
れ
る
登
場
人
物
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
夢
中
に
な
っ
た
。
わ
た
し
は
手
塚
の
マ
ン
ガ
で

S
F

の
而
白

さ
の
と
り
こ
に
な
り
、

S
F

小
説
の
世
界
に
は
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
ロ
ッ
ク
冒
険
記
」
を
は
じ
め
、
五

0
年
代
の
マ
ン
ガ
雑
誌
に

連
載
さ
れ
た
手
塚
マ
ン
ガ
は
、
後
年
貸
本
屋
で
単
行
本
と
し
て

読
む
こ
と
に
な
る
。
連
載
中

は
年
齢
的
に
ま
だ
読
め
る
は

ず
も
な
い
し
、
小
学
生
に
な

っ
て
か
ら
も
マ
ン
ガ
雑
誌
を

買
え
る
よ
う
な
経
済
的
余
裕

の
あ
る
家
庭
で
は
な
か
っ
た
。

手
元
の
『
ロ
ッ
ク
冒
険
記
』

も

S

君
が
貸
本
屋
か
ら
入
手

し
た
も
の
で
あ
る
。

骨
蘊
品
と
は
言
え
な
い
古

い
マ
ン
ガ
の
本
だ
が
、
次
回

も
続
け
て
こ
の
本
の
周
辺
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。
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言
の
雑
原

コ
ロ
加
を

き
る
と
い
う
事

ゆ
き
医
院
大
田
由
己
子



国
内
で
の
新
翌
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
が
下
火
と
な
り
、

態
宣
言
が
、
段
階
的
に
で
は
あ
る
が
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た
。

昨
年
末
か
ら
中
国
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
感
染
は
瞬
く
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
、
さ

ら
に
全
世
界
へ
と
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
が
及
ぼ
す
混
乱
は
ど
の
国
に
も
容
赦
な
く
襲
い
か
か
っ
た
。
そ
し
て

今
も
な
お
世
界
で
は
感
染
の
拡
大
が
続
き
、
感
染
者
は

8
0
0

万
人
を
超
え
死
者
の
数
も

4
0万
人
以
上
に

も
及
ん
だ
。
こ
と
に
医
療
体
制
が
不
十
分
な
貧
困
層
や
途
上
国
の
間
で
深
刻
な
悲
劇
が
今
日
も
続
い
て
い

る
。

2

か
月
に
も
及
ぶ
緊
急
事

日
本
国
内
で
は
、
感
染
者
数
に
比
例
し
て
人
々
の
心
の
中
に
日
に
日
に
恐
怖
心
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

3

月
に
入
り
小
中
高
の
一
斉
休
校
が
始
ま
る
と
町
か
ら
は
子
供
た
ち
の
声
が
消
え
、

4

月
に
は
つ
い
に
非

常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
境
に
日
本
中
で
愚
直
な
ま
で
の
「
自
粛
生
活
」
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
家
族
や
友
人
と
の
他
愛
な
い
お
し
ゃ
べ
り
や
食
事
な
ど
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
、
町
の
賑
わ
い
も
消
え
、
見
渡
す
限
り
の
世
界
は
コ
ロ
ナ
一
色
と
化
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃

か
ら
感
染
を
恐
れ
る
た
め
か
町
医
者
の
外
来
受
診
者
は
激
減
。
通
院
は
不
要
不
急
の
も
の
だ
っ
た
の
か
と

苦
笑
い
す
る
。
慢
性
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
は
引
き
こ
も
り
の
結
果
、
短
期
間
の
う
ち
に
驚
く
ほ
ど
急
速

に
認
知
症
状
が
進
み
、
筋
力
は
低
下
し
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
自
粛
生
活
で
の
不
規
則

な
食
生
活
、
飲
酒
鼠
の
増
加
、
運
動
不
足
に
よ
り
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

悪
化
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。
若
者
は
や
り
場
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
将
来
へ
の
不
安
か
ら
心
身
の
不
調

を
訴
え
て
い
る
。
町
の
診
療
所
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
二
次
災
害
が
今
な
お
拡
大
中
な
の
で
あ
る
。

当
初
は
違
和
感
の
強
か
っ
た
密
集
・
密
閉
・
密
接
の
「
三
密
」
と
い
う
言
葉
だ
が
、
最
近
こ
の
三
密
を

避
け
る
行
動
こ
そ
が
感
染
拡
大
阻
止
の
重
要
な
鍵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
「
実
行
再
生
産
数
」

と
い
う
数
理
モ
デ
ル
指
数
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
人
の
感
染
者
が
他
の
何
人
に
感
染
さ
せ
る
か
を
表
す
数
字

※感染者数などは 6 月 18日現在のもの。
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で
、
1

を
超
え
れ
ば
感
染
は
拡
大
し
、

1

未
満
に
な
れ
ば
感
染
は
縮
小
す
る
。
何
ら
か
の
感
染
症
対
策
を

行
え
ば
（
例
え
ば
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
・
消
毒
．
接
触
制
限
）
、
何
も
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た
時

に
比
べ
て
、
一
人
の
感
染
者
か
ら
直
に
感
染
す
る
人
数
は
確
実
に
減
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
厳
密
な
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
は
せ
ず
、
三
密
を
避
け
、
人
同
士
の
接
触
を
減
ら
し
た
事
に
よ
っ
て
、
感
染
爆
発
寸
前
で
あ
っ
た

3

月
末
に
は
げ
＼
凶
で
あ
っ
た
実
行
再
生
産
数
は
、
5

月
に
な
る
と
⑮
＼
的
に
ま
で
減
少
し
、
感
染
の
広

が
り
も
順
調
に
縮
小
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
愚
直
な
ま
で
に
続
け
た
自
粛
生
活
、
相
手

を
気
遣
う
心
（
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、
う
つ
し
た
く
な
い
）
、
人
と
の
距
離
の
取
り
方
（
握
手
や
ハ
グ

で
は
な
く
丁
寧
な
お
辞
儀
）
、
清
潔
（
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
）
を
旨
と
す
る
日
本
の
文
化
が
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
欧
米
に
比
べ
感
染
者
（
感
染
が
確
認
さ
れ
た
数
）
や
死
亡
し
た
人
の
数
が
極

め
て
少
な
い
の
は
今
や
「
日
本
の
奇
跡
あ
る
い
は
謎
」
と
も
い
わ
れ
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
我
慢
強
く
続

け
た
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。

確
か
に
不
要
不
急
の
外
出
を
で
き
る
限
り
避
け
、
人
と
の
接
触
を
少
な
く
し
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

れ
ば
感
染
拡
大
は
抑
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
社
会
全
体
の
活
動
度
は
低
下
し
経
済
活
動
は
悪
化
す
る
。

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
等
々
が
病
的
に
疲
弊
す
る
社
会
は
本
末
転
倒
だ
ろ
う
。
今
ま
で
と
同
じ
日
常
生

活
を
取
り
戻
す
日
は
ま
だ
遠
く
、
時
代
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

い
ま
ま
で
人
に
感
染
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は

6

種
類
（
冬
の
風
邪
の
原
因
と
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
4

種
、
S
A
R
S

、

M
E
R
S

の
2

種
）
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
7

番
目
に
登
場
し
た
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
は
極
め
て
ず
る
賢
く
厄
介

な
ウ
イ
ル
ス
だ
。
人
の
体
に
ひ
そ
か
に
侵
入
し
、
細
胞
の
中
で
増
殖
、
さ
ら
に
あ
ち
こ
ち
の
臓
器
で
思
わ

ぬ
動
き
を
見
せ
る
。
比
較
的
長
い
潜
伏
期
間
の
後

(
2日
か
ら
7

日
位
）
、
感
染
し
た
こ
と
に
気
づ
か
な

い
ま
ま
8

割
の
人
は
何
事
も
な
く
治
癒
す
る
が
、
気
づ
か
ぬ
間
に
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

8
 



ま
た
、
だ
ら
だ
ら
と
長
引
く
風
邪
症
状
の
あ
と
急
に
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
放
っ
て
お
く
と
数

時
間
あ
る
い
は
数
日
の
う
ち
に
悪
化
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
そ
し
て
人
工
呼
吸
器
や

E
C
M
O

が
必
要

な
ほ
ど
重
症
と
な
り
、
中
に
は
死
に
至
る
人
も
い
る
。
致
命
率
は
訂
＼
1

％
未
満
と
決
し
て
高
く
な
い
。

ま
た
日
本
で
の
死
亡
者
の
数
は
約
9
0
0

人
で
諸
外
国
と
は
比
べ
も
の
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
。
と
は
い

え
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
死
は
惨
い
。
病
院
で
の
面
会
は
お
ろ
か
重
篤
と
な
り
無
念
の
死
に
至
っ
た
場
合
に
も

最
後
の
お
別
れ
さ
え
で
き
ず
、
納
体
袋
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま
速
や
か
に
荼
毘
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

数
の
多
寡
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
か
け
が
え
の
な
い
命
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
た
だ
心
が
痛
む
。

ほ
ぼ
確
実
に
、
今
年
の
秋
口
（
早
け
れ
ば
8

月
頃
）
に
は
感
染
の
第
2

波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
の
強
毒
化
（
変
異
）
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
迅
速
な
診
断
法
、
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
、
特
効
薬
の
開
発
、
集
団
免
疫
の
獲
得
（
免
疫
を
持
っ
た
人
が
新
た
な
感
染
に
対
し
て
壁
を

作
る
）
な
ど
続
々
と
新
し
い
知
見
も
報
告
さ
れ
、
日
々
情
報
は
更
新
さ
れ
続
け
て
い
る
。
国
境
を
超
え
た

人
類
の
英
知
の
結
集
を
期
待
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
に
は
た
だ
―
つ
の
正
解
は
な
く
、
そ
の
消
滅
は
予
測
す
る
こ
と
さ
え
も
難
し
い
。
未

来
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
や
時
代
の
大
き
な
変
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
容
易
い
こ
と
で

は
な
い
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。
し
か
し
私
た
ち
は
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
は
ず
だ
。
例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
新
し
い
働
き
方

や
楽
し
み
方
、
そ
し
て
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
日
々
の
暮
ら
し
に
小
さ
な
喜
び
を
見
出
す
習
慣
、
そ
し

て
何
よ
り
も
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
間
を
取
り
戻
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
大
切
だ
が
人
々

の
つ
な
が
り
を
遮
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
と
記
憶
を
糧
に
、

様
々
な
変
化
と
も
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
ウ
イ
ル
ス
と
も
共
生
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
時
代

を
迎
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
し
い
生
活
様
式
が
始
ま
り
、
新
し
い
時
代
も
ま
た
始
ま
っ
て
い
る
。

おおた ゆきこ 群馬県高崎市生まれ（浄土宗安国寺）

1975 年東京女子医科大学卒業後同大消化器内科に入局 1983 年医学博士

1988 年外務省入省後ー等書記官・医務官としアルゼンチン日本国大使館に赴任

帰国後、自治医科大学消化器内科講師、東京女子医科大学講師、大正大学人間科

学非常勤講師を経て、 2004 年文京区本郷にゆき医院を開設、現在に至る, 



粗
談
数
、
1
8万
件
"
·

正
力
松
太
郎
賞
に
輝
い
た

信
侶
が
電
話
で
応
え
る

「
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
魅
力

5

月

2
0日
、
第
4
4回
正
力
松
太
郎
賞

(
1
9
7
7
年
と
を

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
が
受
賞
し
た
。
同
セ
ン
タ
—
の

五
代
目
理
事
長
の
長
谷
川
岱
潤
理
事
長
に
話
を
伺
っ
た
。

【
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

長谷川岱潤／はせがわ•たいじゅん 昭和29

年東京生まれ。大正大学仏教学専攻。東京敬

区戒法寺住職。総本山知恩院、大本山増上寺

布教師。浄土宗人権センター運営委員をはじ

め、人権や同和商題に関わる各種役職を務め

る。また『ふじゅせん』刊行会会長でもある。



お
め

編
集
部
こ
の
度
の
正
力
松
太
郎
賞
の
本
賞
受
賞
、

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
谷
川
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
読
売
新

聞
社
の
故
正
力
松
太
郎
氏
が
、
自
分
の
孫
が
食
事
に
際
し

十
字
架
を
切
っ
た
の
を
見
て
「
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
か
、

仏
教
界
は
何
を
や
っ
て
い
る
」
と
大
い
に
憤
慨
し
、
児
童

に
仏
教
情
操
教
育
を
施
す
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
賞
と

し
て
設
立
さ
れ
、
読
売
グ
ル
ー
プ
関
係
各
社
に
よ
り
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

正
力
松
太
郎
賞
と
聞
く
と
野
球
選
手
へ
の
表
彰
と
思
う

方
が
間
違
い
な
く
多
い
わ
け
で
す
が
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の

方
が
歴
史
的
に
は
古
い
の
で
す
。

編
集
部
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
で
す
ね
。
仏
教

情
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
が
受
賞
で
き
た
理
由

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

長
谷
川
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
（
表
①
参
照
）
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
の
が
仏
教
テ
レ

フ
ォ
ン
相
談
で
す
。
こ
の
仏
教
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
は
、
午

前
1
0時
か
ら
午
後
4

時
と
い
う
時
間
帯
の
た
め
従
来
は
成

人
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
携
帯
電
話
の
普

及
も
あ
り
、
若
者
や
青
少
年
か
ら
の
電
話
も
増
え
て
い
ま

す
。
一
方
、
こ
の
賞
は
児
童
教
化
を
対
象
に
し
て
き
た
の

で
す
が
、
賞
の
現
在
の
主
催
団
体
で
あ
る
全
国
青
少
年
教

化
協
議
会
が
、
青
少
年
教
化
に
も
目
を
向
け
始
め
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
設
立
と
そ
の
目
的
か
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

長
谷
川

l
9
8
3

（
昭
和5
8
)年
、
仏
教
を
精
神
の
拠

り
所
と
し
て
現
代
社
会
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
伝
統
仏

教
九
宗
派
（
表
②
参
照
）
の
4
0代
前
後
の
有
志
僧
侶

(
3

\
4

名
、
電
話
1

台
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
2

o
l
l

（
平
成2
3
)年
に
一
般
社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
電
話
相
談
員
と
な
る
正
会
員
、
そ
し
て
会
費
納
入

等
で
支
援
し
て
も
ら
う
特
別
会
員
や
支
援
会
員
な
ど
四
種

類
の
会
員
、
合
わ
せ
て
五
つ
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
正
会
員
は
現
在

1
4
9

名
（
正
会
員
の
宗

派
別
人
数
は
表
②
参
照
）
で
す
。

編
集
部
活
動
内
容
を
拝
見
す
る
と
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
仏
教
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
が
活
動
の
中

心
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
谷
川
は
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、

3

台
の
固
定
電
話
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
（
正
月
、
盆

な
ど
を
除
く
）
。
曜
日
別
で
担
当
宗
派
（
表
③
参
照
）
を

II 



決
め
て
い
ま
す
が
、
設
立
と
共
に
仏
教
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談

が
開
設
さ
れ
、
以
来

3
7年
間
で
お
よ
そ

1
8万
件
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
近
年
は
年
間
約

4
0
0
0

件
で
す
。

編
集
部
す
ご
い
数
で
す
ね
。
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
の
最
初

は
1
9
5
3

（
昭
和2
8
)年
に
始
ま
っ
た
英
国
で
の
自
殺

防
止
の
為
の
い
の
ち
の
電
話
で
、
日
本
で
も

1
9
7
1

（
昭

和
4
3
)年
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

1
2年
後
に
貴

セ
ン
タ
ー
が
設
立
し
、

3

年
後
に
大
阪
仏
教
テ
レ
ホ
ン
相

談
な
ど
と
続
き
、
現
在
で
は
、
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

な
ど
多
く
の
電
話
相
談
が
あ
り
ま
す
ね
。

長
谷
川
そ
う
で
す
ね
、
も
と
も
と
宗
教
は
人
々
の
相
談

の
窓
口
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
教
会
で
の

懺
悔
し
か
り
、
女
性
が
駆
け
込
む
の
も
お
寺
で
し
た
。
時

代
や
場
所
は
異
な
っ
て
も
宗
教
は
人
々
の
心
の
拠
り
所
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
檀
家
制
度
で

人
々
が
寺
院
と
結
び
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
の
廃
仏

毀
釈
以
来
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
そ
の
結
び
つ
き
は
痺

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
は
寺
院
や
僧
侶
と
人
々
の
距

離
が
近
い
と
は
言
え
ず
、
仏
教
の
教
え
に
触
れ
る
機
会
も

ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。

編
集
部
そ
う
し
た
中
、
電
話
一
本
で
僧
侶
に
相
談
で
き

る
と
い
う
の
が
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

長
谷
川
私
は
設
立
の
翌
年
か
ら
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

当
初
は
お
布
施
の
額
や
、
仏
壇
、
葬
儀
、
先
祖
供
養
、
建

墓
と
い
っ
た
仏
事
に
関
わ
る
相
談
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

1
5年
位
前
か
ら
人
生
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
一
応
、

電
話
を
受
け
た
僧
侶
が
電
話
後
に
相
談
内
容
を
既
存
の
項

目
に
振
り
分
け
ま
す
。
人
生
相
談
の
項
目
が
多
い
の
は
そ

の
一
覧
（
表
④
参
照
）
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

編
集
部
仏
教
に
関
わ
る
相
談
と
い
う
よ
り
、
悩
み
相
談

や
生
活
相
談
と
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

長
谷
川
は
い
、
幸
い
当
セ
ン
タ
ー
は
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談

と
し
て
は
歴
史
も
あ
り
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
役
所
の
窓
口
が
相
談
先

と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
こ
と
も
多
く
、
電
話
を

す
れ
ば
必
ず
僧
侶
が
出
て
く
れ
る
と
い
う
特
徴
を
知
っ
た

上
で
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
僧
侶
と
話
し

た
い
、
と
い
う
相
談
者
が
多
い
で
す
ね
。

編
集
部
や
は
り
僧
侶
と
い
う
の
は
特
別
な
存
在
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

長
谷
川
人
々
の
間
に
「
僧
侶
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い

う
固
定
観
念
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
と
思
い
ま

12 



す
。
そ
れ
が
明
確
に
わ
か
る
の
が
、
年
間
に

1
2
0

件
ぐ

ら
い
あ
る
苦
情
の
電
話
で
す
。

編
集
部
苦
情
と
は
僧
侶
へ
の
も
の
で
す
か
。

長
谷
川
は
い
、
月
に

1
0件
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
全
体
か
ら

見
る
と
は
た
い
し
た
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
応

え
る
相
談
員
は
と
て
も
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
中

で
も
多
い
の
は
金
銭
に
関
わ
る
こ
と
で
、
離
檀
料
や
葬
儀

で
の
布
施
。
寺
か
ら
の
要
求
額
が
想
像
を
超
え
る
こ
と
も

多
く
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
中
で
も
気
に
な
る
苦
情
は
、
法
事
や
葬
儀
で
の
法
話
が

な
い
こ
と
、
あ
っ
て
も
世
間
話
や
自
慢
話
で
む
し
ろ
聞
き

た
く
な
い
話
だ
っ
た
と
い
う
苦
情
で
す
。

ま
た
、
境
内
が
掃
除
さ
れ
て
い
な
い
、
奥
様
に
関
す
る

苦
情
、
さ
ら
に
町
内
会
へ
の
活
動
に
非
協
力
と
い
っ
た
話

も
あ
り
、
僧
侶
の
前
に
一
社
会
人
と
し
て
問
題
だ
と
い
う

指
摘
も
受
け
ま
す
。
こ
う
し
た
電
話
は
辛
い
も
の
で
す
。

編
集
部
な
る
ほ
ど
。

長
谷
川
で
す
が
、
こ
う
し
た
苦
情
電
話
を
通
し
て
感
じ

る
こ
と
は
、
一
般
の
人
々
が
、
本
当
は
僧
侶
に
寄
り
添
っ

て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

当
は
僧
侶
を
尊
敬
し
た
い
、
頼
り
た
い
か
ら
こ
そ
、
逆
に

失
望
し
怒
り
が
出
て
い
る
、
と
感
じ
ま
す
。

編
集
部
長
年
に
わ
た
り
色
々
な
電
話
を
受
け
て
こ
ら
れ

て
気
付
く
こ
と
で
す
ね
。

長
谷
川
そ
う
で
す
ね
、
開
設
当
初
は
一
本
の
電
話
相
談

で
大
変
疲
れ
ま
し
た
。
ま
だ

3
0代
の
頃
で
、
相
談
を
通
じ
、

人
間
関
係
・
家
族
関
係
の
難
し
さ
、
経
済
感
覚
の
違
い
、

そ
し
て
社
会
問
題
な
ど
、
誤
解
を
恐
れ
ず
言
え
ば
勉
強
に

な
る
こ
と
ば
か
り
で
、
い
い
意
味
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
部
ひ
と
昔
前
ま
で
は
電
話
料
金
や
か
け
る
場
所
な

ど
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
携
帯
電
話
で
通
話
時

間
や
場
所
が
自
由
に
な
り
ま
し
た
ね
。

長
谷
川
そ
う
で
す
ね
、
一
応
私
た
ち
は
長
く
て
も

2
0分

を
目
処
に
話
を
終
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
の

内
容
に
よ
っ
て
は
電
話
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

2

時
間
、
3

時
間
と
い
う
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
頻
回
者
と
い
う
の
で
す
が
、
毎
日
電
話
を
か
け
て
く

る
方
も
い
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
は
時
間
で

切
ら
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
相
談
員
間
で
の
情
報
共
有
や
相
談
時
の
決
め
事

は
あ
り
ま
す
か
。

長
谷
川
も
ち
ろ
ん
で
す
。
仏
教
に
関
わ
る
こ
と
に
は
で
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き
る
だ
け
相
談
者
と
同
じ
宗
派
の
相
談
員
に
応
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、
人
生
相
談
は
一
般
的

に
は
傾
聴
を
基
本
に
し
ま
す
。
ど
ん
な
話
も
し
っ
か
り
根

気
よ
く
聴
き
、
意
見
や
方
向
性
を
出
さ
ず
に
寄
り
添
う
の

で
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
仏
教
と
冠
し
て
い
る
の
で
、

人
生
相
談
で
も
で
き
る
だ
け
相
談
内
容
に
関
わ
る
仏
教
の

教
え
や
た
と
え
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の
心
得
に
「
電
話
に
よ
る
対
機

説
法
と
心
掛
け
る
」
、
「
一
期
一
会
の
菩
薩
行
と
捉
え
愛
語

の
実
践
を
心
得
る
」
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
「
特
定
の
宗
教
的
・
政
治
的
理
念
、
教
義
、
布

教
の
押
し
付
け
は
し
な
い
」
、
「
宗
派
に
よ
る
違
い
が
あ
る

こ
と
を
十
分
意
識
し
て
対
応
す
る
」
と
い
っ
た
心
得
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
相
談
員
が
僧
侶
限
定
と
な
る
と
、
一
般
的
な
電

話
相
談
と
は
異
な
り
ま
す
ね
。
と
な
る
と
相
談
員
の
資
質

や
適
性
も
必
要
に
な
り
ま
す
か
。

長
谷
川
相
談
員
の
研
修
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
対
応

次
第
で
は
仏
教
に
帰
依
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
仏

教
を
嫌
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
対
応
力
が
大
事
で
す
。

編
集
部
相
談
の
一
例
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

長
谷
川
「
会
社
の
部
署
が
替
わ
り
、
新
し
い
人
々
と
う

ま
く
人
間
関
係
が
作
れ
な
い
」
と
い
う

3
0代
の
男
性
か
ら

の
相
談
に
私
は
、
「
仏
教
に
は
自
分
の
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
の
教
え
と
し
て
、
六
波
羅
蜜
行
と
い
う
教
え

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
っ
に
忍
辱
行
と
い
う
修
行
が
あ
り
、

我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
自
分
は
す
る
べ
き
こ
と
を

し
て
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
と
い
う
教
え
で

す
。
人
に
気
を
遣
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ

と
や
る
だ
け
。
そ
こ
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
」
と
応
え
ま

し
た
。
相
手
の
方
は
明
る
い
声
で
、
「
そ
う
し
て
み
ま
す
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

編
集
部
仏
教
の
教
え
に
結
び
つ
け
る
の
で
す
ね
。
最
後

に
受
賞
を
受
け
て
の
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

長
谷
川
受
賞
は
ひ
と
え
に
長
年
に
わ
た
る
先
輩
僧
侶
、

相
談
員
の
方
々
の
絶
え
間
な
い
努
力
、
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
「
人
に
、
社
会
に
、
寄
り
添
う
仏
教
を
め
ざ
し

て
」
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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表① ［活動内容】

出張相談 ・・ 年に一度仏教街頭相談（現在は築地本願寺境内）を行っています。

面接相談

出版物

希望者の予約制で行っています。会場は当センター事務所にて。

機関紙「仏教ライフj （年 4 回発行）「ライフカレンダーj を主に

会員寺院に発行。

語り場提供

II 

「いのちをみつめるつとい」を年 8 回都内のお寺を会場に開催。

謡師の話、茶話会、懇談会がセットで約30人が集う。

ライフサークルの集い 年一度関栗近郊の名刹、古刹を訪ねる日帰り旅行会開催。

講演会・講座などへの講師の派遣 専門学校へ講師を派遣して来た。（現在はコロナにより休校）

表② ［所属する宗派と正会員（相談者）数l

天台宗 5 名

真言宗（新義派、古義派） 38名（新2ふ古12)

浄土宗 24名

浄土真宗本願寺派 22名

浄土真宗大谷派 15名

臨済宗 2 名

曹洞宗 20名

日蓮宗 23名

表③ ［電話相談の曜日別担当宗派l

月曜日 臨済宗・曹洞宗

火曜日 浄土真宗本願寺派／真宗大谷派（隔週）

水曜日 日蓮宗

木曜日 浄土宗

金曜日 天台宗・真言宗古義／真言宗新義（隔週）

表④ ［電話相談の内容とその割合］（2018年度）

人生相談 64.4% 

信仰の意味、教義、仏教文化や学問 12.5% 

葬儀ふ去要、供養、永代供養 4.2% 

戒名、法名 0 、 7%

寺院、僧侶、規制教団の在り方や運営 2.0% 

仏教の年間行事、特殊法要 0.4% 

家庭での祀り方やお勤めなど 1.9% 

仏事の常識やマナー

規制寺社の祈願、祈祷

占い、迷信、需感商法

お骨、埋葬、墓地、墓石

1,4% 

0,4% 

2.2% 

6,1% 

ペット、針、人形などの供養 0.1% 

その他 3.3% 

表⑤ ［相談者の男女比l (2018年度）

男性 36.4% 

女性 60.6% 

不明 3%  

水道橋の事務所での電話相談。

巣鴨高岩寺境内での出張相談。



石田一裕

釈
尊
よ
、
と
う
か
お
願
い
で
こ
ざ
い
ま
す
。

私
の
た
め
に
と
こ
で
も
結
構
で
す
の
で
、

悩
み
苦
し
み
が
な
い
世
界
を
説
き
示
し
下
さ
い
ま
せ
。

（
『
仏
説
観
無
置
寿
経
』
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
現
代
語
訳
浄
土
三
部
経
』
よ
り
）

厭
離
械
土
欣
求
浄
士

. 
徴

風

吹

動



連載 第16 回

二
0
0

四
年
三
月
十
一
日
午
前
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
は
騒
然
と
し
て

い
た
。
街
中
で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
テ
レ
ビ
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
深
刻

そ
う
に
何
事
か
を
話
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
ス
ペ
イ
ン
語
が
全
く
わ
か
ら

ず
、
何
が
起
き
て
い
る
か
も
理
解
で
き
な
い
。
そ
ん
な
中
で
観
光
客
と
し
て
市

街
を
歩
い
て
い
た
。
昼
過
ぎ
、
ア
ト
ー
チ
ャ
と
い
う
マ
ド
リ
ー
ド
最
大
の
駅
で

爆
発
が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
情
報
に
接
し
た
。
帰
国
後
、
そ
れ
が
大
規
模
な

テ
ロ
で
あ
っ
た
と
知
り
、
詳
細
を
把
握
す
る
に
つ
れ
背
筋
が
冷
た
く
な
っ
て

い
っ
た
。

こ
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
と
バ
ル
セ

ロ
ナ
を
観
光
し
よ
う
と
、
航
空
券
と
初
日
の
宿
だ
け
を
予
約
し
て
日
本
を
出
発

し
て
始
ま
っ
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
れ
ガ
ウ
デ
ィ
や
ダ
リ
の
作
品
、
あ
る
い
は

ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
な
ど
に
数
多
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
六
日
間
の
滞
在
を

経
て
、
三
月
九
日
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
サ
ン
ツ
駅
発
の
夜
行
列
車
に
乗
っ
て
、
翌

朝
マ
ド
リ
ー
ド
に
到
着
。
こ
の
時
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
滞
在
を
一
日
伸
ば
し
て

い
た
ら
、
何
ら
か
の
形
で
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
背
筋

の
冷
た
く
な
っ
た
理
由
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
自
分
は
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
ら
ず
、
日
本
と
は
違
う
風

土
、
景
色
、
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
気
ま
ま
な
旅
行
を
し
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
ん
な
中
に
も
ゾ
ゾ
っ
と
身
震
い
す
る
体
験
が
あ
っ
た
。
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パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
は
、
爆
破
事
件
が
起
き
た
ア
ト
ー
チ
ャ
駅
に

ほ
ど
近
い
ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
鎮
座
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
パ

リ
で
描
か
れ
た
こ
の
絵
は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
り
、
一
九
八
一
年
、

画
家
の
生
地
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
に
返
還
さ
れ
た
。

ピ
カ
ソ
の
作
品
の
中
で
も
最
も
有
名
な
こ
の
ゲ
ル
ニ
カ
は
、
中
学
生
の
頃
、

手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
美
術
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

実
物
は
高
さ
3

メ
ー
ト
ル
以
上
、
横
幅
7

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
絵
画
で
、

そ
の
前
に
立
つ
と
自
分
が
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
感
覚
は
、

物
理
的
な
大
き
さ
だ
け
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
絵
の
前
に
立
っ
た
時
に
感
じ
る
凄
ま
じ
さ
、
ゾ
ゾ
っ
と
す
る
感
じ
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
反
戦
画
と
さ
れ
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
絵
画
は
、
彼
自
身
が
感
じ

た
悲
惨
な
現
実
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
日
本
か
ら
西
に
一
万
キ
ロ
離
れ
た

ス
ペ
イ
ン
で
ゲ
ル
ニ
カ
を
前
に
、
こ
の
世
の
地
獄
、
械
土
の
一
端
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
そ
れ
ま
で
の
私
は
戦
争
と
い
え
ば
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
の
出
来

事
で
あ
り
、
ま
た
肉
親
と
死
別
す
る
と
い
う
堪
え
難
い
経
験
を
し
た
こ
と
も
な

か
っ
た
。
稿
土
と
い
う
の
は
、
理
念
的
な
何
か
だ
と
想
像
し
て
い
た
。
そ
の
認

識
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
こ
の
世
は
現
実
と
し
て
堪
え
難
い
姿
を
表
す
と
い
う
思
い

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
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微夙吹勉

い
だ
い
け

古
代
イ
ン
ド
、
マ
ガ
ダ
国
の
王
妃
章
提
希
は
息
子
の
謀
反
に
よ
り
、
王
で
あ

あ
や

る
夫
と
離
れ
離
れ
に
な
り
、
さ
ら
に
自
分
自
身
も
そ
の
息
子
に
よ
っ
て
殺
め
ら

れ
そ
う
に
な
っ
た
。
王
舎
城
の
悲
削
と
い
わ
れ
る
壮
絶
な
体
験
を
し
た
彼
女
は
、

こ
の
世
が
椴
土
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
、
心
か
ら
こ
の
世
界
を
厭
い
、

釈
難
に
苦
し
み
が
な
い
世
界
を
説
い
て
ほ
し
い
と
懇
請
す
る
。
そ
れ
に
応
え
て

あ
え

釈
尊
は
多
く
の
清
ら
か
な
世
界
を
彼
女
に
見
せ
た
。
そ
れ
は
苦
し
み
に
喘
ぐ
彼

女
に
と
っ
て
の
希
望
と
な
り
、
そ
の
中
に
求
め
る
べ
き
世
界
と
し
て
極
楽
浄
土

を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

彼
女
に
と
っ
て
は
、
目
の
前
の
城
土
も
、
釈
尊
が
見
せ
た
浄
土
も
、
と
も
に

え
ん
り
え
ど
ご
ん
ぐ
じ
ょ
う
ど

眼
前
の
現
実
で
あ
り
、
厭
離
械
土
欣
求
浄
土
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の

世
に
対
し
て
深
く
嘆
い
た
そ
の
時
に
、
鮮
や
か
に
映
し
出
さ
れ
た
極
楽
浄
土
を

見
た
彼
女
は
こ
の
光
景
を
心
に
と
ど
め
、
そ
の
世
界
の
あ
り
の
ま
ま
を
感
じ
取

り
た
い
と
願
う
。
釈
尊
は
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
方
法
を
説
き
示
し
た
。

人
の
描
い
た
一
枚
の
絵
画
か
ら
、
私
た
ち
は
械
土
の
一
端
を
感
じ
取
る
こ
と

が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
が
浄
め
、
釈
尊
が
現
し
出
し
た
極
楽
浄
土
の
様
相
は
、
こ

の
世
に
絶
望
す
る
人
間
の
大
い
な
る
救
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

稿
土
に
生
き
、
稿
土
を
知
り
、
城
土
に
触
れ
、
浄
土
を
請
い
求
め
る
。
ゲ
ル

二
カ
が
描
い
た
戦
争
の
悲
惨
さ
。
そ
れ
を
思
い
出
す
べ
き
日
本
の
夏
が
や
っ
て

く
る
。
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江戸の） 1| を歩く

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
地
勢
が
で
き
た
の
か
。
十
二
万
年

前
、
江
戸
湾
を
含
め
て
、
こ
の
関
東
平
野
は
海
で
あ
っ
た
。

七
万
年
前
に
は
氷
河
期
を
迎
え
、
潮
が
引
き
、
陸
地
が
現

れ
る
。
そ
の
後
、
富
士
山
を
は
じ
め
近
隣
の
山
々
が
一
斉

に
噴
火
。
火
山
灰
が
体
積
、
関
東
ロ
ー
ム
層
が
で
き
る
。

そ
し
て
一
万
数
千
年
前
か
ら
再
び
温
暖
化
が
始
ま
り
、
潮

が
上
昇
し
、
江
戸
か
ら
水
戸
の
近
く
ま
で
悔
と
陸
地
の
光

地
勢

霞
ヶ
浦
は
、
水
戸
の
南
か
ら
、
利
根
川
に
向
か
っ
て
存

在
す
る
数
個
の
湖
を
さ
す
。
霞
ヶ
浦
は
、
主
に
三
つ
の
湖

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
土
浦
、
石
岡
か
ら
南
に
広

が
る
最
も
大
き
な
「
西
浦
」
。
地
圏
で
は
、
こ
の
西
浦
を
霞
ヶ

ひ
ぬ
ま

浦
と
明
記
、
象
徴
さ
せ
て
い
る
。
次
に
水
戸
、
涸
沼
の
ず
っ

と
南
か
ら
鹿
島
灘
に
沿
っ
て
細
長
く
伸
び
て
い
る
湖
が
、

「
北
浦
」
で
あ
る
。
こ
の
西
浦
と
北
浦
か
ら
の
流
れ
が
南そと

な

で
一
緒
に
な
り
、
流
れ
込
む
、
比
較
的
小
さ
な
湖
が
外
浪

坦
剛
（
潮
来
）
。

霞
ヶ
浦

(1) 

霞ヶ浦

鬼
怒
川

小
貝
川

委沼城-
利根川

我孫子

~雷
沼 ‘’>江

戸
川
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景
と
な
る
（
縄
文
海
進
）
。
霞
ヶ
浦
の
各
地
か
ら
貝
塚
が

発
見
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
海
の
入
り
江
み

た
い
な
環
境
で
縄
文
人
は
、
貝
や
魚
を
食
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

中
世
の
地
形

四
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
古
墳
時
代
が
到
来
す
る
。

こ
の
地
に
も
豪
族
が
誕
生
し
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
接
触
が

始
ま
る
。
中
世
の
湖
と
川
の
流
れ
、
形
状
は
、
現
在
と
全

く
異
な
る
。
西
浦
（
香
澄
流
海
）
は
も
っ
と
大
き
く
、
北

浦
（
鹿
島
流
海
）
は
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、
外
浪
逆
浦
（
外
浪

流
海
）
に
至
っ
て
は
東
西
に
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
、
牛

久
沼
、
印
靡
沼
を
も
含
み
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

時
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
は
、
東
へ
向
か
う
ず
っ
と
大
き
な

流
れ
で
、
今
の
牛
久
沼
（
外
浪
流
海
）
の
と
こ
ろ
に
流
れ

込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
外
浪
流
海
は
こ
こ
か
ら
や
や
細

長
い
流
れ
（
常
陸
川
）
と
な
っ
て
、
銚
子
で
悔
に
出
る
。

つ
ま
り
太
平
洋
と
繋
が
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
地
勢
か
ら

察
す
る
に
、
当
時
の
霞
ヶ
浦
は
満
潮
時
、
ま
と
も
に
上
げ

潮
に
な
り
逆
流
、
霞
ヶ
浦
に
な
だ
れ
込
む
状
況
で
あ
っ
た

中世の江戸水系
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と
想
像
で
き
る
。

こ
の
時
、
関
東
の
主
役
、
利
根
川
は
、
同
じ
西
か
ら
の

荒
川
、
綾
瀬
川
の
流
れ
を
加
え
、
ま
っ
す
ぐ
江
戸
湾
に
向

か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

家
康
は
一
五
九

0
年
江
戸
に
入
る
と
、
大
都
市
江
戸
を

構
想
し
、
物
資
の
運
搬
路
と
し
て
、
全
く
新
た
な
船
運
路

開
発
に
着
手
す
る
。
そ
れ
は
、
利
根
川
を
霞
ヶ
浦
の
流
れ

（
常
陸
川
）
に
繋
げ
、
銚
子
へ
向
か
わ
せ
る
工
事
。
こ
れ

を
「
利
根
川
東
遷
事
業
」
と
い
う
。
そ
の
上
で
関
宿
か
ら

江
戸
湾
に
向
か
う
江
戸
川
を
掘
削
、
整
備
す
る
。
こ
れ
は

利
根
川
の
か
つ
て
の
流
れ
を
利
用
し
た
も
の
。
そ
し
て

霞
ヶ
浦
に
流
れ
込
ん
で
い
た
鬼
怒
川
、
小
貝
川
を
南
の
利

根
川
に
直
結
さ
せ
た
。
さ
ら
に
霞
ヶ
浦
の
干
拓
を
進
め
、

牛
久
沼
、
印
雁
沼
、
手
賀
沼
を
独
立
さ
せ
て
い
る
。
当
時
、

川
は
現
代
の
高
速
道
路
み
た
い
な
も
の
。
利
根
川
東
遷
を

含
め
た
霞
ヶ
浦
の
整
備
は
、
治
水
、
灌
漑
、
船
運
。
正
に

一
石
三
鳥
の
成
果
を
も
た
ら
す
。

利
根
川
の
東
遷

土
浦

茫
洋
と
広
が
る
、
面
積
百
七
十
二
平
方
キ
ロ
の
湖
。
限

り
な
く
美
し
く
、
の
ど
か
な
風
景
。
あ
の
特
徴
の
あ
る
大

き
な
帆
を
膨
ら
ま
せ
た
帆
曳
船
が
あ
ち
こ
ち
に
浮
か
び
、

漁
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
桜
川
な
ど
計
十
七
本
の
川

が
流
入
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
鹿
島
灘
か
ら
の
海

水
と
、
複
数
の
川
の
真
水
が
入
り
混
じ
っ
た
汽
水
湖
で
、

ワ
カ
サ
ギ
、
白
魚
、
タ
ナ
ゴ
か
ら
ウ
ナ
ギ
ま
で
豊
富
な
種

類
の
漁
獲
を
誇
っ
た
。

霞
ヶ
浦
（
西
浦
）
の
北
側
は
、
二
つ
に
分
か
れ
る
。
西

の
入
り
江
が
土
浦
、
東
の
入
り
江
は
常
府
（
石
岡
）
。
土

浦
に
は
貝
塚
あ
り
、
古
墳
あ
り
、
古
代
か
ら
常
陸
を
代
表

す
る
と
こ
ろ
。
常
府
（
石
岡
）
も
「
常
陸
の
国
」
の
国
府

が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
国
分
寺
の
跡
も
あ
る
。

こ
の
辺
り
一
帯
は
小
田
氏
が
治
め
て
い
た
が
、
家
康
は

ゅ
う
き

江
戸
に
入
府
す
る
と
次
男
の
結
城
秀
康
を
土
浦
の
盟
主
に
。

霞
ヶ
浦
が
一
望
で
き
る
土
浦
城
（
亀
城
）
と
湖
に
向
か
っ

霞
ヶ
浦

（
西
浦
）
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て
城
下
町
を
整
備
す
る
。
そ
の
後
、
土
浦
は
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
水
・
陸
運
搬
の
中
継
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

幕
府
は
土
浦
を
重
視
し
、
水
戸
街
道
を
通
し
、
こ
こ
に
宿

場
を
設
け
た
。
本
陣
、
宿
場
、
商
家
が
立
ち
並
ぶ
繁
栄
。

水
戸
街
道
は
こ
の
あ
と
北
東
に
進
み
水
戸
城
の
真
下
に
到

達
す
る
。
こ
う
し
て
土
浦
は
、
陸
上
、
物
資
運
搬
の
要
と

な
る
。
さ
ら
に
土
浦
は
霞
ヶ
浦
船
運
の
集
積
港
と
な
り
、

水
戸
、
東
北
か
ら
の
物
資
を
船
に
積
み
替
え
、
利
根
川
に

繋
げ
る
中
継
地
、
船
運
基
地
と
化
し
、
大
発
展
す
る
の
で

あ
る
。
結
果
と
し
て
、
江
戸
時
代
、
土
浦
は
、
水
戸
に
次

ぐ
規
模
の
都
市
に
発
展
し
た
。

現
代
に
入
る
と
、
戦
前
は
有
名
な
海
軍
航
空
隊
甚
地
。

「
若
い
血
潮
の
予
科
練
の
：
·
·
:
·
:
」
歌
に
あ
る
通
り
の
操

縦
訓
練
基
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
霞
ヶ
浦
で
水
上
機
訓
練

が
で
き
、
陸
上
で
は
、
離
着
陸
飛
行
訓
練
が
で
き
る
、
日

本
海
軍
に
と
っ
て
最
適
の
訓
練
基
地
と
し
て
こ
こ
が
選
ば

れ
た
の
で
あ
る
。

桜
川
が
湖
に
注
い
で
い
る
。
振
り
返
る
と
亀
城
が
見
え

る
。
水
害
時
、
水
に
浮
か
ぶ
、
亀
の
甲
羅
の
よ
う
に
見
え

た
と
こ
ろ
か
ら
、
別
名
、
亀
城
。
船
は
土
浦
漁
港
を
出
る
。

広
々
と
し
た
湖
。
や
が
て
湖
は
一
段
と
広
が
る
。
遥
か

に
見
え
る
、
両
沿
岸
部
の
土
手
の
先
に
は
、
広
大
な
田
畑

が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
。
舟
を
進
め
て
左
を
見
る
と
、
も

ぅ
―
つ
の
入
り
江
が
見
え
る
。
左
に
迂
回
す
れ
ば
、
常
府

の
湊
に
着
く
。
中
央
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
。
あ
ち
こ
ち
に
巨

大
な
帆
を
は
ら
む
帆
曳
き
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
様
は
、
正

に
、
霞
ヶ
浦
そ
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
遠
い
左
岸
の
先

に
行
方
の
家
並
み
が
点
在
し
て
い
る
は
ず
だ
。
や
や
あ
っ

て
、
前
方
に
出
口
が
見
え
る
。
出
る
と
、
広
い
川
。
常
陸
利

根
川
と
い
う
。
こ
の
川
を
下
る
。
川
の
左
は
、
潮
来
で
あ
る
。

ま
も
な
く
、
左
側
を
見
る
と
、
潮
来
側
か
ら
前
川
が
流

れ
こ
ん
で
い
る
様
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
河
口
は
繁
盛
し
て

い
る
。
こ
の
川
は
潮
来
の
東
西
を
横
切
っ
て
鰐
川
（
北
浦
）

に
繋
が
る
の
で
潮
来
水
運
の
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い

る
。
河
口
か
ら
両
サ
イ
ド
に
蔵
が
並
び
、
河
岸
が
連
な
る
。

江
戸
時
代
、
東
北
の
各
藩
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
年
貢
米
な

ど
各
藩
の
河
岸
に
保
管
さ
れ
た
。
潮
来
は
大
規
模
な
中
継

地
と
し
て
栄
え
た
。

潮
来
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潮
来
は
現
代
で
は
水
郷
の
町
。
そ
の
、
の
ど
か
で
美
し

い
景
色
は
、
す
ば
ら
し
い
。
前
川
河
口
で
サ
ッ
パ
船
（
櫓

を
使
う
手
こ
ぎ
舟
）
に
乗
り
換
え
、
水
郷
巡
り
を
楽
し
も

う
。
ち
ょ
っ
と
行
く
と
舟
の
右
側
に
ア
ヤ
メ
園
が
広
が
る
。

美
し
い
。
ま
も
な
く
、
左
側
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
河

岸
が
あ
り
、
舟
を
下
り
て
上
が
る
。
津
軽
河
岸
跡
と
、
旧

家
磯
山
邸
。
こ
の
辺
に
仙
台
河
岸
も
あ
る
は
ず
。
東
北
各

藩
の
河
岸
が
集
中
。
水
戸
藩
が
潮
来
を
管
理
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
水
戸
光
閲
は
、
「
板
来
」
（
常
陸
風
土
記
）
を
今

の
「
潮
来
」
に
名
義
変
更
。
旧
家
磯
山
邸
は
、
明
治
初
期

の
建
造
物
で
、
現
在
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
潮
来
の
繁
栄
が

伺
え
る
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

河
岸
の
西
北
に
長
勝
寺
（
臨
済
宗
）
が
あ
る
。
稲
荷
山

古
墳
（
稲
荷
山
公
園
）
を
背
に
縦
長
の
広
い
寺
域
を
有
し
、

格
式
の
高
い
寺
社
で
あ
る
。
創
建
は
源
頼
朝
。
こ
こ
で
奥

州
征
伐
の
戦
勝
祈
願
。
緑
の
下
、
長
い
参
道
を
歩
く
と
、

豪
華
な
山
門
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
水
戸
光
囲
が
寄
進
し

た
も
の
。
さ
ら
に
長
い
参
道
が
続
き
、
本
堂
が
姿
を
現
す
。

禅
寺
の
風
格
。
庫
裡
・
書
院
に
は
水
戸
徳
川
家
ゆ
か
り
の

宝
物
を
収
蔵
。
水
戸
徳
川
家
が
い
か
に
潮
来
を
重
要
視
し

て
い
た
か
が
伺
わ
れ
る
。

現
代
で
は
、
水
郷
観
光
の
町
。
前
川
の
河
口
か
ら
北
浦
・

鰐
川
ま
で
を
巡
る
「
前
川
十
二
橋
巡
り
」
、
花
嫁
が
旧
家

磯
山
邸
で
衣
装
を
整
え
、
嫁
入
り
舟
に
乗
り
、
河
口
の
縁

結
び
、
祈
念
場
所
で
花
婿
と
一
緒
に
祝
福
さ
れ
る
「
嫁
入

り
舟
」
の
イ
ベ
ン
ト
は
川
端
に
立
ち
並
ぶ
大
勢
の
祝
福
客

の
声
援
を
受
け
て
、
潮
来
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
。

左
、
前
川
河
口
を
見
て
、
常
陸
利
根
川
を
そ
の
ま
ま
進

む
と
比
較
的
小
さ
な
湖
に
入
る
。
そ
れ
が
外
浪
逆
浦
で
あ

る
。
こ
の
湖
は
江
戸
時
代
に
小
さ
く
な
っ
た
が
、
中
世
に

は
、
牛
久
沼
、
印
猫
沼
ま
で
続
く
大
き
な
湖
で
あ
っ
た
。

そ
の
名
は
満
潮
時
、
太
平
洋
の
海
水
が
押
し
上
げ
て
来
る

湖
を
意
味
し
て
い
る
。
豊
か
な
汽
水
域
の
漁
獲
が
可
能
で
、

現
在
で
も
ボ
ラ
、
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
は
茨
城
県
第
一
位
。

湖
の
北
側
は
潮
来
で
あ
る
。
舟
を
湖
面
の
中
央
に
。
左
を

見
る
と
大
き
な
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る
様
が
見
え
る
。
こ

れ
が
鰐
川
。
も
う
―
つ
の
湖
、
北
浦
と
繋
が
る
水
路
で
あ

る
。
（
つ
づ
く
）

外
浪
逆
浦
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連載

前
田
和
男

®
快
僧
渡
辺
悔
旭

壷
中
に

を
求
め
て



壷中に月を求めて

前
述
し
た
よ
う
に
、
渋
沢
栄
一
と
ラ
ビ
ン
ド
ラ

ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
と
は
、
二
十
歳
以
上
も
の
年
齢

の
差
と
実
業
家
と
詩
人
と
い
う
両
極
端
な
「
職
業
」

の
違
い
を
超
え
て
、
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

き
な
り
意
気
投
合
し
た
。

い
っ
ぽ
う
の
渡
辺
海
旭
は
ど
う
だ
っ
た
か
？
住

ん
で
い
る
世
界
が
近
し
い
こ
と
か
ら
、
渋
沢
以
上
に

打
ち
解
け
る
と
思
い
き
や
、
実
は
案
に
相
違
し
て
そ

の
真
逆
で
、
非
妥
協
的
で
す
ら
あ
っ
た
。

東
洋
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
詩
人
が
は
る
ば
る
来

日
す
る
と
い
う
の
で
、
新
聞
各
紙
が
期
待
感
を
あ
お

る
な
か
、
巷
間
は
歓
迎
ム
ー
ド
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
海
旭
は
主
鏑
を
つ
と
め
る

「
浄
土
教
報
」
に
「
タ
ゴ
ー
ル
翁
の
来
朝
」
と
題
し
て
、

歓
迎
ム
ー
ド
に
水
を
さ
す
、
な
ん
と
も
辛
辣
な
批
評

を
展
開
し
た
。
（
『
壺
月
全
集
』
下
巻
、
二
三
五
＼
二

三
六
頁
）

こ
ん
な
概
要
で
あ
る
。

タ
ゴ
ー
ル
来
日
の
歓
迎
ぶ
り
に
異
議
あ
り
！

哲
学
も
文
芸
も
宗
教
も
、
一
切
の
思
索
、
一
切
の

批
評
、
こ
と
ご
と
く
昏
睡
し
、
微
塵
も
生
気
な
く
活

動
な
き
時
に
あ
た
っ
て
、
老
詩
人
の
来
朝
は
、
恰
も

大
旱
に
雲
寛
を
み
る
観
が
あ
る
。
宰
相
大
臣
か
ら
貴

族
富
豪
学
者
ま
で
、
仏
教
徒
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
芸

術
家
も
学
生
も
婦
人
も
万
国
一
斉
、
さ
な
が
ら
聖
典

ベ
ー
ダ
時
代
の
詩
仙
が
現
代
に
甦
っ
た
と
、
賛
美
を

し
て
大
歓
迎
を
し
て
い
る
。

自
ら
の
信
仰
が
一
神
、
多
神
、
あ
る
い
は
無
神
た

る
と
を
問
わ
ず
、
こ
の
詩
人
に
花
輪
を
捧
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。
外
客
に
対
す
る
か
く
の
ご
と
き
歓
迎
ぶ

り
は
近
時
例
が
な
い
。
来
日
が
喘
さ
れ
る
マ
キ
シ
ム
・

ゴ
ー
リ
キ
ー
も
足
元
に
も
及
ぶ
ま
い
。

タ
ゴ
ー
ル
翁
に
対
す
る
こ
の
熱
烈
な
敬
慕
に
は
い

く
つ
か
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
二
つ
あ
げ
る
と
、

翁
が
東
洋
の
偉
人
で
あ
る
こ
と
と
、
親
縁
思
想
の
復

活
を
喜
ん
で
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
の
思
想
の
枯
渇
か
ら
生
じ

た
渇
仰
の
念
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

* 
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今
や
、
宗
教
界
も
学
界
も
暗
中
模
索
状
態
に
あ
り
、

イ
ン
ド
の
一
老
翁
に
そ
の
煩
悶
の
解
決
を
求
め
よ
う

と
し
て
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
の
指
導
を
仰
い
で
い

る
の
で
あ
っ
て
、
は
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
か
。

高
処
か
ら
み
る
と
、
わ
が
帝
国
文
運
の
た
め
に
は

噺
愧
の
極
み
で
あ
る
。

翁
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
わ
が
国
の

ペ
ス
ト
予
防
法
を
問
わ
れ
て
「
猫
を
飼
え
」
と
応
じ

た
の
と
同
一
筆
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
表
を
つ
く
達

人
の
言
に
て
、
日
本
人
を
啓
策
さ
せ
る
こ
と
少
な
く

は
な
い
。
だ
が
、
わ
が
思
想
界
は
老
翁
か
ら
何
か
を

得
ん
と
す
る
よ
り
も
、
彼
に
何
か
を
与
え
る
責
任
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

幕
府
時
代
に
お
い
て
も
、
遠
く
消
韓
か
ら
の
賓
客

に
対
し
て
、
当
時
の
儒
学
者
た
ち
は
大
い
に
「
詩
酒

唱
和
」
し
「
日
東
文
学
」
の
体
面
を
保
つ
こ
と
を
忘

れ
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
、
今
回
に
お
い
て
は
、
能
楽
三
曲
と
日

本
料
理
の
接
待
を
も
っ
て
事
足
れ
り
と
し
、
思
想
上

の
唱
和
が
さ
つ
ば
り
な
い
の
は
、
わ
が
帝
国
の
学
者
・

レゴ夕聖詩

芸
術
家
に
と
っ
て
は
決
し
て
名
誉
な
こ
と
で
は
な
い
。

た
し
か
に
大
乗
寛
容
の
精
神
で
翁
の
歓
迎
の
た
め

に
奔
走
す
る
の
は
実
に
喜
ば
し
い
。
ま
た
仏
教
と
キ

リ
ス
ト
教
を
一
致
さ
せ
、
芸
術
宗
教
を
総
合
せ
し
め

て
翁
の
た
め
に
「
東
洋
思
想
開
拓
」
に
む
け
て
労
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
称
賛
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
徒
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も

翁
に
何
物
か
を
与
え
、
少
な
く
と
も
日
東
の
地
を
踏

ん
で
仏
寺
の
鐘
声
に
耳
を
澄
ま
し
た
彼
に
は
、
仏
教

の
何
た
る
か
を
理
解
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
。

ア
ー
ラ
ー
ラ

そ
も
そ
も
仏
教
徒
で
あ
れ
ば
、
阿
羅
羅
（
ア
ー
ラ
ー

カ
ー
ラ
ー
ラ

ラ
・
カ
ー
ラ
ー
マ
）
と
迦
羅
羅
（
ウ
ッ
ダ
カ
・
ラ
ー

マ
プ
ッ
タ
）
の
二
人
の
仙
人
が
外
道
た
る
を
知
り
、

か
し
ょ
う
パ
ラ
モ
ン

発
心
前
の
迦
葉
三
兄
弟
が
婆
羅
門
た
る
を
学
ん
で
い

る
。
現
代
の
阿
羅
羅
と
迦
羅
羅
で
あ
り
迦
菓
で
あ
る

タ
ゴ
ー
ル
に
は
、
大
乗
の
正
道
へ
入
っ
て
も
ら
う
べ
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壷中に月を求めて

い
や
は
や
恐
れ
入
っ
た
。
海
旭
一
流
の
修
辞
（
レ

仏
教
徒
は
タ
ゴ
ー
ル
を
大
乗
の
玄
理
へ
と
導
く

気
概
を
も
て
！

き
で
は
な
い
か
。

タ
ゴ
ー
ル
が
信
奉
す
る
プ
ラ
モ
・
ソ
マ
ー
ジ
ュ
（
ヒ

ン
ド
ゥ
教
の
改
革
派
）
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の
ユ
ニ

ア
ン
教
は
、
わ
が
大
乗
統
摂
誘
導
の
玄
理
を
得
て
こ

そ
、
そ
の
根
祗
を
強
固
に
し
活
機
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

東
京
で
の
複
雑
繁
華
な
礼
儀
講
演
歓
迎
は
一
段
落

を
告
げ
、
今
イ
ン
ド
の
詩
聖
は
旧
友
の
故
岡
倉
天
心

の
別
荘
地
、
五
浦
の
海
涛
と
涼
風
の
な
か
で
詩
想
を

凝
ら
し
て
い
る
。

わ
が
仏
教
徒
の
中
に
、
タ
ゴ
ー
ル
に
『
父
子
相
迎
』

の
教
え
を
訳
伝
し
、
あ
る
い
は
『
碧
巌
録
』
を
理
解

せ
し
め
る
好
漢
は
い
な
い
も
の
か
。
か
の
恵
心
僧
都

以
後
九
百
年
、
日
本
の
宗
教
界
に
は
大
詩
人
も
な
く

大
芸
術
家
も
な
く
、
遠
来
の
客
に
法
華
の
『
大
王
膳
』

を
供
す
る
こ
と
が
な
い
の
を
恨
む
ば
か
り
で
あ
る
。

ト
リ
ッ
ク
）
を
用
い
て
巧
み
に
タ
ゴ
ー
ル
を
持
ち
上

げ
つ
つ
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
改
革
派
の
プ
ラ
モ
・
ソ

マ
ー
ジ
ュ
の
信
奉
者
で
あ
る
タ
ゴ
ー
ル
は
、
所
詮
は

釈
迦
が
教
え
を
求
め
た
仙
人
の
阿
羅
羅
と
迦
羅
羅
で

あ
り
、
釈
迦
の
弟
子
に
な
る
前
の
迦
菓
（
三
兄
弟
）

レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
、
い
ず
れ
も
悟
り
を
ひ
ら
い
た

釈
迦
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
釈
迦
の
教
え
に
帰
依
し

た
わ
れ
ら
が
タ
ゴ
ー
ル
に
「
大
乗
仏
教
」
の
精
神
を

理
解
さ
せ
、
外
道
か
ら
正
道
へ
導
い
て
や
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
僚
た
る
日
本
の
教
家
た
ち
に
む
か
っ

て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
風
情
に
へ
こ
へ
こ
す
る
な
、

そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
阿
弥
陀
と
衆
生
の
関
係
を
父
子

に
な
ぞ
ら
え
た
『
父
子
相
迎
』
を
、
中
国
宋
の
時
代

の
禅
文
学
の
白
眉
『
碧
巌
録
』
を
、
さ
ら
に
は
釈
迦

が
「
大
王
の
膳
（
そ
な
え
）
」
と
説
い
た
『
法
華
経
』

を
タ
ゴ
ー
ル
に
進
講
す
る
ぐ
ら
い
の
気
概
を
持
て
と

ま
で
迫
っ
て
い
る
。

海
旭
の
こ
の
過
激
き
わ
ま
り
な
い
言
説
は
、
お
そ

ら
く
渋
沢
に
も
届
い
て
さ
ぞ
や
当
人
を
驚
嘆
さ
せ
た
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こ
と
だ
ろ
う
。

海
旭
も
宗
門
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
こ
こ
ま
で

言
い
放
っ
た
か
ら
に
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
初
来
日
時
に

数
多
く
催
さ
れ
た
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
し
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
渋
沢
と
会
う
こ
と
も
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

と
な
る
と
、
「
タ
ゴ
ー
ル
は
渋
沢
と
海
旭
の
仲
を

取
り
持
つ
五
月
下
氷
人
ク
で
あ
る
」
と
い
う
箪
者
の

ぷ
尤
触
れ
ク
は
、
い
っ
た
い
な
ん
だ
っ
た
の
か
と
読

者
諸
賢
か
ら
は
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

タ
ゴ
ー
ル
は
生
涯
で
五
回
来
日
し
て
お
り
、
う
ち

二
回
は
数
日
の
立
ち
寄
り
で
、
一
か
月
以
上
滞
在
し

て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
三
回
だ
が
、
悔
旭
が
熱
烈
歓

迎
ぶ
り
に
違
和
と
異
議
を
唱
え
た
の
は
初
回
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）

の
三
度
目
の
来
B

時
に
は
、
渋
沢
は
タ
ゴ
ー
ル
歓
迎

式
典
を
主
催
し
た
後
に
、
「
日
印
協
会
」
の
会
長
と

し
て
悔
旭
に
新
理
事
就
任
を
要
請
。
さ
ら
に
最
後
の

来
日
と
な
る
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
に
は
、
悔
旭

は
、
渋
沢
の
飛
鳥
山
の
私
邸
で
の
歓
迎
会
に
呼
ば
れ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
歌
舞
伎
座
の
観
劇
に
も
、

ご
く
限
ら
れ
た
渋
沢
の
側
近
の
一
人
と
し
て
タ
ゴ
ー

ル
に
随
伴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
初
来
日
以
後
の
ど
こ
か
で
、
タ
ゴ
ー
ル

と
悔
旭
の
関
係
が
反
転
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
？

筆
者
の
妄
想
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
反
転
を
促
し
た

の
は
渋
沢
で
は
な
い
。
タ
ゴ
ー
ル
自
身
か
ら
の
た
っ

て
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
大
乗
仏
教
を

教
え
て
や
る
と
ま
で
虚
仮
に
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
文
学

貨
詩
人
が
そ
こ
ま
で
折
れ
る
か
と
許
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
う
推
理
す
る
し
か
な
い
傍
証
が
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
は
、

当
時
イ
ン
ド
の
統
治
者
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
提
督
を

襲
撃
し
て
日
本
へ
亡
命
し
た
独
立
運
動
の
闘
士
で
は

な
い
か
と
呪
ん
で
い
る
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
紙
幅
が

き
れ
か
け
た
の
で
、
そ
の
謎
解
き
は
次
回
に
譲
る
こ

と
に
し
よ
う
。

（
つ
づ
く
）

30 



暑中お見舞い申し上げます
令和二年

法大
八王霊

木
季
生増上寺

浄浄

伊土土
門宗
主総

藤 本
山
知

唯 恩
院
門

槙 跡

阿
川
文

f

大
本
山
羊
口
道
ヱ
寸

法
主

大霊清浄華院
〒

福胃［606 

8硲

i 原 百
萬

区

隆 遍田
中 知l"J 

•11`’1-1 

恩町

舒 寺
゜

大
本
山
く
ろ
谷

法
主久

米

慶
勝 金戒光明寺

〒

鷹誓羹路0

低l 山
喜 善
市

司 光賣 寺
五

言如 大゜゚ 本

玉 願

鎌
介
市
材
木
座
六
＇
十
七
＇
十
九

T
E
L
O

四
六
七
（
二
ニ
）
0
六
0
三

大
本
山
光
明
寺

法
王柴

田
哲
彦



暑中お見舞い申し上げます
令和二年

校長 事理長 淑徳CS 学校法人

麻等中淑
生部徳

古向足子

諦 等園
部

善

〒 理（学）
174 

長喜羹扮i:）

束

谷
淑

晶板 塁
農 J l l 園
前

匡野
町
五

五 俊

F T 〒 浄法
A E7(!9 美 土然

腎姻作 >上
八 [ 人六御

戸ニニ 誕 寺院誕生
八八i> 地ごご "• ーー : 
六〇町

ニニ且方 寺
八

゜八

川
中
光
牧

浄
土
宗
宗
務
総
長

忠
高
山

清
水
湊

賓
相
寺

飯
田
賓
雄

鵠
頭
山
安
楽
寺

-T399，耶駒ヶ根市上穂栄町九＇五砲話0二六五（八三）二三六〇
〒
107 

浄
赤

oo;2 坂
...L. 

i 湛』晶t
ノ‘
地

喜

．阿
三川

五賞寺

勝

願

寺

] 
家
康

山
ノム\ 

祖

華
栂
菩

住 闘
職 陽
堀
田

院卓
文

逍
話
0
三
（
三
八
一
四
）
三
七

0
1

(
代
表
）

無
益
山

偲
通
院

-
T
1
1
2

，
卿
東
京
都
文
京
区

小
石
川
三
丁
目
十
叫
番
六
号

-
T
3
6
5
'

暉
埼
玉
県
鴻
巣
市
本
町
八
，
二
，

iニ
ー

逍
話
0
四
八
（
五
I
r
n
-）0
ニ
ニ
七



暑中お見舞い申し上げます
令和二年

-
T
1
3
0
'

臨
東
京
都
艇
田
区
両
国
二
＇
八
＇
十

電
話
0
三

(
I
i
一
六
一1一
四
）
七
七
七
六

同
無
縁
寺

向

院 〒 庄石
115 天 淵
伽l 王

山

>北 正
！可靡区石
光

干

寺-1 • 

〒 九
158 

浄 品
OOS3 

阿
Iせ 弛
田 陀
信
員

如
贋 来
七

{職．-I-. 1咀’ 

i〗沌l』 三, 寺

〒

9
8
4
，
卿
仙
台
市
若
林
区
新
寺
一1-＇
十
二
，
十
七

五
劫
山

愚鈍院
塩

東 砲
市

海雲
林

上
寺

良
中云

メ 〒

I 411 
古

ル
天 今

マ 幽 主
ガ君

伝

ンン .̀. l9I.岡9 ii1 IJ. 山 授

ぬぎ ｛職主 市[ 願
の
寺

〗ヨ尾イit}〗 成
慶谷]( 寺

〒 投
116 

IXXI3 戸
込‘—’ 

寺
荒
Ill 

松 浄
髯 閑
i 
秀

寺

明

馴
徳
英紅

飯

心
｀

職主

北海逍室湖市

満阿寺·善行寺
(0143)22 -4677 ｷ 44 -2695 

梅窓院

住職

中島真成

東京都港区南j'f 山

2•26•38 
電話 03 (3404) 8447 

ホームページ

http:/ /www.baisouin.ar.Jp 

〒

1
5
4
，
即
世
田
谷
区
世
田
谷
四
＇
七
＇
九
慮

〒

3
8
0
，
臨
長
野
県
長
野
市
束
之
門
町
四

0
六
番
地

地
話
0
二
六
（
二
三
二
）
一
八

i
-―

大
吉
寺
住
職

ア
ジ
ア
カ
ス
ー
連
盟
会
長

国
際
カ
ヌ
ー
連
盟
執
行
役

U

公
益
社
団
法
人

H

本
カ
ヌ
ー
述
盟
会
長

成
田
昌

水
科
善

寿
福
山
寛
慶
寺

隆



暑中お見舞い申し上げます
令和二年
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編集後記

雑誌『浄土』
特別、維持、賛助会員の方々

飯田実雄（駒ヶ根・安楽寺）
巌谷勝正（目黒・祐天寺）
魚尾孝久（三島・願成寺）
加藤昌康（下北沢・森巌寺）
粂原恒久（川越・蓮啓寺）
粂原勇慈（甲府・瑞泉寺）
佐藤孝雄（鎌倉・高徳院）
佐藤久雄（品川・願行寺）
佐藤良純（小石川・光囮l寺）
東海林良雲（塩釜・雲上寺）
河本悠大（函館・称名寺）
高口恭典（大阪・一心寺）
中島真成（青山・梅窓院）
中村康雅（消水・実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
成田昌憲（世田谷・大吉寺）
野上智徳（静岡・宝台院）
藤田得三（鴻巣．勝願寺）
堀田卓文（静岡・華陽院）
本多将敬（両国・回向院）
松濤泰彦（芝・賓松院）
水科善隆（長野・寛脱寺）
（敬称略•五十音順）

四
月
の
終
わ
り
の
東
京
新
聞
の
「
箪
洗
」
に

こ
ん
な
記
事
が
あ
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
貨
を
受
費

し
た
本
庶
佑
さ
ん
の
著
書
『
幸
福
感
に
関
す
る

生
物
学
的
随
想
』
の
中
に
、
人
間
が
幸
福
を
感

じ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
文
章
が
あ
る

そ
う
だ
。
「
人
間
は
カ
ネ
や
名
営
を
満
足
さ
せ

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
幸
福
感
に
は
限
界
や
飽
き

が
く
る
。
む
し
ろ
、
人
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は

恐
怖
や
不
安
感
が
な
い
と
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
幸
福
感
も
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
永

続
的
に
幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
は
、
時
折
の
軽

い
不
安
感
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
り
が
た
み
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

盆
参
り
行
っ
て
い
い
や
ら
わ
る
い
や
ら
岱
潤

カ
ネ
や
名
誉
よ
り
も
恐
怖
や
不
安
感
が
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
仏
教
と
共
通
の
幸
福
感

を
連
想
で
き
た
が
、
そ
の
先
の
時
折
の
軽
い
不

安
感
が
必
要
と
い
う
言
葉
に
は
照
い
て
し
ま
っ

た
。
確
か
に
「
平
和
ぼ
け
」
な
ど
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
、
時
々
刺
激
が
欲
し
く
な
る
の

が
人
間
か
も
し
れ
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
い
い
軽

い
不
安
感
な
る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
こ
の
不
安
は
決
し
て
軽
い

不
安
で
は
な
く
、
う
つ
病
化
す
る
方
も
出
る
ほ

ど
の
不
安
感
で
あ
る
が
、
こ
の
不
安
感
を
自
分

自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
軽
く
し
て
ゆ
く

以
外
方
法
は
な
さ
そ
う
だ
。

人
間
は
心
と
身
体
で
生
き
て
い
る
。
健
康
も

両
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
。
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ー
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メールアドレス hounen@jodo.ne.Jp ス
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ス
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た
だ
単
に
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を
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こ
と
で
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な
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だ
。
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の
中
、
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し

ろ
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も
の
を
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っ
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と
見
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し
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認
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ば
、
永
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な
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入
れ
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る

か
も
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な
い
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写仏、写経、写詠歌のこ案内
1~4,~奉書の手本に筆ペンで直接なぞります。

写仏の仏画は仏師（前田昌宏師）のオリジナル。

3 写経は浄土宗日常勤行式です。

4 写詠歌は法然上人四季の利歌と宗歌「月かげ」他。

甲し込み巳

お名前個人

寺院

お電話

ご住所 〒

年月日

教区 組

写仏 (6枚 1 組入り） 頒価： 2,000円

※ 3 組 5,000円、 10組 18,000円他割引きあります。

寺•院 寺院番号

セット

写経(12枚5組入り）頒価：6,000円 セット

※寺院名（ ）入れる（無料） 寺院名 ( ）入れない

※三奉請（関東）と四奉請（関西）をお選び下さい。（ ）三奉請（ ）四奉請

写詠歌(5枚10組入り）頒価： 5,000円 セット

※送料、消貴税は頒価に含みます。同封の請求書でお支払い下さい。

※お届けまで 2 週間ほどかかります。

※写1ムと写詠歌は 1 組からでも注文できます。詳細はお問い合わせ下さい。

《お申し込みは本頁をコピー、ご記入の上、当会へご注文下さい》

法然上人鑽仰会

〒 105-0011 東京都港区芝公園4-7-4 明照会館4階

FAX : 03 3578 7036 Mail : hounen@jodo.ne.jp 

TEL : 03 3578 694 7 
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ヽ 11会オリジナルの「‘9iシリーズ」に

'lj.仏が新芍場。ゆっくりした時間のな

か、ごl'I'むで仏さまや法然 l；人のお姿

をなぞって心を通わせましょう。
------

【写仏】 6枚 1 セット

阿弥陀如来

観音菩薩

勢至菩薩

薬師如来

地蔵菩薩

法然上人

仏
さ
ま
を

写
し
ま
し
ょ
う

^” 
冷
＄

---------9-
“l "L 

※ 

お申し込みは
裏面へ

法然上人鑽仰会
〒 105-00I I 束皐都泡I凶と公園 4-7-4 I リl照会館 41偕

お間い合わせは FAX またはメールでお願い致します。

FAX : 03 3578 7036 Mail : hounen@jodo.ncjp 

TEL: 03 3578 6947 
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